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報告事項 《報告第１号》　
新たな地域まちづくりの仕組みについて　　

令和６年度 第１０期中央西地域自治区地域協議会委員

氏　名 選出団体等 氏　名 選出団体等

赤木　敏弘 中央西地区自治会連合会 月野　将義 中央西地区自治会連合会

井上　五月 中央西地区地域包括支援センター 津村　重光 公募

奥野　真理 中央西地区体育会 中武　英則 中央西地区自治会連合会 

柏木　礼子 西池小学校ＰＴＡ 新名　典忠 中央西地区社会福祉協議会

加納　稚佳 公募 朴　ジョウン 公募

黒木　みつ子 中部地区自治公民館連絡協議会 日髙　淑晶 中央西地区自治会連合会 

杉尾　恭子 公募 平野　順也 中央西地区民生委員児童委員協議会

杉山　香織 宮崎西中学校ＰＴＡ 湯地　康文 公募

竹村　義政 中央西地区老人クラブ連合会 吉田　一彦 中央地区青少年育成協議会

敬称略　五十音順

★定例会の開会に先立ち、第１０期地域協議会委員18名に辞令が交付されました。

　任期は令和６年4月1日から令和７年3月31日までの１年間となります。
　地域協議会会長は津村重光委員、副会長は赤木敏弘委員に決まりました。

　地域コミュニティ課より、令和７年４月から、地域のまちづくりが「地域まちづくり推進委
員会」を中心とした仕組みに変わることについて説明がありました。
　これに伴い、令和７年３月をもって地域自治区制度及び地域協議会は終了することになりま
すが、「地域まちづくり推進委員会」においては、新たな役割りとして、次の２つのことがで
きるようになります。
　①地域に関わる事項を協議するための組織を設置すること。　
　②地域に関わる事項について、市へ意見すること。
　また、市の今後の主な取組としては、地域まちづくりの次世代を担う人材を発掘・育成する
ために研修の実施や、誰もがまちづくり活動にチャレンジする仕組を作ります。
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《議案第１号》
「令和５年度地域コミュニティ活動交付金事業実施報告
　及び収支決算」について

　　中央西まちづくり推進委員会の和田委員長及び鍋島事務局長から、事業実施報告及び収支予算に
　ついて説明があり、賛成多数で承認されました。 
　（収入の部決算額：６，４４２，３７８円　次年度繰越額：１，５７４，７０５円）
 　  なお、月野委員から、「子育てサポート事業」において、西池北児童クラブに新たに導入した
   KOTONカードを活用した入退館システムについて、保護者として大変助かるものであることを実
   感したとの報告がありました。
　　また、平野委員からは、今後の検討事項として、繰越金の一部を災害用資機材の購入に充てては
　どうかとの意見が出されました。

　　　　　　　　　
協議事項

《議案第４号》
「令和６年度地域協議会委員のまちづくり事業参加」について

　地域協議会委員は、例年、それぞれ担当を決めて、中央西まちづくり推進委員会が実施する事業
に参加していますが、令和６年度も例年同様に「生活安全部会」「地域福祉部会」「地域振興部会」
「子ども育成部会」「事務局」の５つに担当を割り振って事業に参加し、その後の地域協議会定例
会において参加報告を行うということで議決されました。
　なお、朴委員から、参加報告書には、まちづくり推進委員会以外の参加団体についても記載して
はどうかとの意見があり、事務局でそのためのわかりやすい資料を作成することとなりました。

　第２回地域協議会定例会　日時：令和6年８月２１日(水)19:00～　場所：宮崎西地区交流センター

【編集・発行】宮崎市地域コミュニティ課中央西地域事務所

                    ☎62-1111　宮崎市祇園１丁目４９番地
　  

《議案第２号》
「令和６年度地域コミュニティ活動交付金事業計画変更」について

《議案第３号》
「地域魅力発信プランの実現率に係る評価」について

　　議案第１号に引き続き、中央西まちづくり推進委員会の和田委員長及び鍋島事務局長から、令和
　６年３月２９日付けで交付決定を受けた令和６年度地域コミュニティ活動交付金の事業計画につい
　て、繰越金の額が確定したので、これを活用して事業を追加したいということで説明があり、賛成
　多数で承認されました。
　

　 ◎ 健康ふくしまつり事業　　　　◎ 子どもとおとなの交流会事業
◎ 子どもふれあい広場事業　　　◎ まちづくり広報事業

【計画に追加した事業】

　  中央西地区の地域魅力発信プランとして策定された「中央西まちづくりプラン」については、そ
  の進捗状況を毎年５月末までに市に報告することになっているため、各地域協議会委員の意見を集
  約した資料に基づき令和５年度の評価について審議した結果、賛成多数で全４項目とも「評価A」
  ということに決定しました。
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　をご覧いただけます。


